
































































































































































































































ァンド法) Comprehensive Environmental Response, Compensation, and














































































































































































































































































































































exchange trading system : 地域交換取引制度）はしばしば紹介されている(AE99
/2/3, N99/11/28)。しかし地域通貨の流通は相互に信頼が成り立つ狭い範囲
にとどまる。また，住民同士の付き合いが希薄で匿名性を互いに好む大都
市の住民に地域通貨はわずらわしく，その普及には限界があるだろう。
　イスラーム式銀行やエコマネーが示すのは，貨幣にせよ金融機関にせよ，
それらの各類型は一つの価値観を示しており，顧客がそれを使うことは顧
　　　　　　　　　　　　　　　－179 －
客の価値観の問題と無関係ではないという，我々が日頃意識していない問
題である。消費者である我々がどのような金融システムを支持するかは
我々白身の道徳観の問題でもあるのだ。
　この論考の主な論点を最後にまとめておきたい。まず一般の企業同様に
金融機関の倫理の取扱いは，利益を寄付するところから社会性のある商品
・サービスの提供，さらに経営の使命への社会性（倫理性）の取り込みと
いう流れにある。社会性のある商品・サービスは，金融機関主体型と顧客
主体型とに区分できるが，近年は顧客主体型が注目されている。顧客主体
型商品の増加は，金融機関の使命についての私だちと金融機関双方の迷い
を反映している。金融機関が，金融排除を起こさないように行動すること
は，功利主義的にもリスク管理面からも要請されるが，しかし功利主義的
行動には限界があるので功利主義から金融機関の倫理的対処を導くことは
限界がある。だとすれば，金融機関は社会性（倫理性）を経営の使命とし
て高く掲げることで，金融排除を起こさないような企業体質を作ってゆく
べきではないか。
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